
①活動概要
●活動の目的・目標：

景観の良い駐車スペースのあるポイントに、シーニックデッキを設置し旅行者などがゆっくりと景色を眺め休憩する事により、東オホー

ツク地域全体の景観ＰＲをはじめ地域との交流を促進します。また、農産物等の特産品販売等、コミュニティビジネスの創出の可能性も高

め、更に道路利用者のオアシスとして交通安全に寄与させます。

●活動内容：

常設されているウトロポケットパーク、メーメーベーカリー（斜里）の他、あばしりフロックス公園、メルヘンの丘（女満別）、季風ク

ラブ（ウトロ）、コスモスロード（上斜里）、コミット（清里）、斜里岳山小屋清岳荘（清里）、小清水リリーパークに置いて地域交流、

休憩、良好景観鑑賞用のウッドデッキを春～秋にかけて設置しています。また、シーニックデッキの周知徹底のため、通常設置している数

カ所から人の多く集まる箇所にデッキを集約し、『シーニック・マルシェ』を開催しています。

●活動期間：

平成１７年度～（マルシェは上斜里コスモスロードでの試行を含め平成１９年度～）

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

様式 （★指定・候補ルート共通）

シーニックデッキの設置

東オホーツクシーニックバイウェイ

美しい景観づくり

平成１７年度～（マルシェは上斜里コスモスロードでの試行を含め平成１９年度～）

②活動の体制
●活動団体、人数、体制図等

【デッキ設置・撤去】網走市観光協会、小清水町観光協会、東藻琴観光協会、清里町商工会、

きよさと観光協会、上斜里フラワーロード推進協議会、清里町花と緑と交流のまちづくり

委員会、知床斜里町観光協会

【マルシェ】上記の活動団体の他、ルート内の農商工業者（出店者。１０団体/年程度）

③ＰＲポイント

利用促進のため、マルシェやルートマップ、ＨＰやＳＮＳを活用してルート内外への

取り組みと設置場所・時期の周知を行ないました。ルート内の新たな景観資源となり

ました。マルシェの実施により、ルート内でのシーニックの認知度向上、農商工業

者の新たな販売機会を創出することができました。デッキの老朽化による補修と維持

に係る体制の確立を重点的に行っていきます。

シーニックデッキ（あばしりフロックス公園）

シーニックマルシェ（道の駅パパスランドさっつる）


